
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

・妊娠届の妊娠11週以下での届出率の増加（H22年度93.4％）

・ライフデザインセミナーの参加者20,000人

Ｈ27
H28

目標

H26末

（実績）
目標 成果 達成状況

指導者研修会 委託

26年度

0 280

妊娠・出産の相談に携わる関係者研修会の開催 46 46 65

2,009 2,432

成果目標の達成状況

項目

妊娠個別相談 直接

妊娠11週以下での妊娠届出

ライフデザインセミナー受講生

予期せぬ妊娠等への個別相談対応 195

増加

集計中

(H29.1)

未達成ー 20,000人 11,845人

―

―

926

2,204

0

事業番号 05 06 06 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 妊娠・出産相談支援事業妊娠・出産相談支援事業妊娠・出産相談支援事業妊娠・出産相談支援事業
担

当

課

部局 健康福祉部

プロジェクト  E-mail boshi-shika@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

７－２　子育て先進県の実現

課・室 保健・疾病対策課

総合５か年

計画

目指す姿

現状

（予算編成

時）

３　子育て支援体制の充実 実施期間 H27 ～

県民との協働による実施：今後実施予定

県が関与

する理由

県関与の必要性あり

【左記の説明、根拠法令等】

母子保健法第９条

母子保健医療対策等総合支援事業実施要綱（国）

若者等が予期せぬ妊娠をしたとき、専門的アドバイスを受けられる窓口がないため、相談できないまま一人で悩み、納得のいかないまま人

工妊娠中絶を選択したり、支援体制が整わないまま出産に至ることが懸念される。

予期せぬ妊娠や出産の不安等の悩みに対応する窓口を設置するとともに、若者への妊孕性教育を実施し、身体的・精神的負担の少ない

健やかな妊娠・出産に寄与する。

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績

（当初） （決算） （当初）

妊娠ＳＯＳ電話相談 委託 妊娠に関する急を要する相談への専門的アドバイス 1,173 1,173 1,161

H27 H28

790 790

合計（A) 0

ライフデザインセミナー 委託 若者への妊孕性教育の実施

2,432

94.1

27年度27年度27年度27年度 28年度

当初予算

補正予算

区　　分（単位：千円） 25年度

合計

2,204 2,432

概　算

人件費

1.00 1.00

0

2,009

8,276

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

・引き続き妊娠に関する相談窓口の周知を行う。

・ライフデザインセミナーは、引き続き教育機関への周知を行うとともに、市町村に成人式等での実施を依頼したり、職域関係者に事業所

での若者向け啓発としての活用を要請していく。

目標に対

する成果

の状況

・妊娠11週以下での妊娠届出率はデータ公表後記入。

・ライフデザインセミナーは、高校の学校長、養護教諭、保健体育の教諭に対し事業の活用を依頼したものの事業の周知不足等から目標

数に達しなかったが、受講生数は10,000人台となった。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 10,285 10,708

0 8,276

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

Aの

財源

0 2,204

0 0

1,102 1,216

1,102 1,216


